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⾃⼰紹介
• 学歴

• 1983 カナダ・ウォータールー大学計算機科学科博士課程修了
(Ph.D. in Computer Science)

• 1977 慶應義塾大学大学院工学研究科修士課程修了
• 1975 慶應義塾大学工学部管理工学科卒業

• 職歴
• 2017〜国立研究開発法人 情報通信研究機構 理事長
• 1997 慶應義塾常任理事
• 1990 慶應義塾大学環境情報学部 （兼任）
• 1983 米国・カーネギーメロン大学計算機科学科

• プロフェッショナルな活動
• 2021〜2023 情報処理学会会長
• 2020〜 Beyond 5G推進コンソーシアム副会長
• 2019〜 JSTさきがけ「IoTが拓く未来」研究総括
• 2013〜 JST 研究開発戦略センター(CRDS)特任フェロー
• 2018〜2020 日本学術会議第三部副部長、情報学委員会委員長
• 2015〜 スマートIoT推進フォーラム 座長
• 2014〜 （一社）重要生活機器連携セキュリティ協議会(CCDS)会長
• 2011-2016 内閣サイバーセキュリティセンター・サイバーセキュリティ補佐官



「つなぐ つなげる 千３百年」
「宮城のはじまり、東北のはじまり」ともいえるこの「多賀城」が、

2024年（令和6年）に創建1300年という記念すべき年
多賀城創建記念
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研究
開発業務 ⽀援

国⽴研究開発法⼈情報通信研究機構（NICT）の概要
NICT: National Institute of Information and Communications Technology

公的サービス:

• ⽇本標準時
• 宇宙天気予報
• 無線機器較正業務
• サイバー演習業務
• ⼈材育成 (SecHack365, NQC等）

重点５分野:

• 電磁波先進技術分野
• ⾰新的ネットワーク分野
• サイバーセキュリティ分野
• ユニバーサル

コミュニケーション分野
• フロンティアサイエンス分野

研究開発⽀援:
• B5G研究開発促進事業
• ⾰新的情報通信技術基⾦事業
• 国内ICT R&D⽀援事業
• US-Japan Projects
• EU-Japan Projects
• ASEAN-IVO Projects
• Taiwan-Japan Projects

ICT分野を専⾨とする我が国唯⼀の公的研究機関

•所在地: 本部 東京都小金井市
•役職員数: 1381名（非常勤職員を含む） [令和５年１月現在]
•予算: R5年度運営費交付金 286.8億円+外部資金

R5年度基金150億円（電波利用料）
•第５期中長期計画: 令和３年４月～令和８年３月
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n2030年代に向け、我が国では超⾼齢化が⼀層進み  
    労働⼒の確保、⾼齢者の介護など社会経済活動  

の維持における様々な問題が深刻化
n⼈々が時間・空間・⾝体からの制約から解放され、

豊かに暮らせる⼈間中⼼のSafe and Secure 
Society5.0が実現された社会

n⼈々の⽣活空間が垂直⽅向に拡⼤され、地上、
海洋、成層圏、宇宙空間にまで拡⼤された社会

Beyond 5G/6G, AI, 量⼦ICT, サイバーセキュリティは、⽣活・産業・
医療・教育・防災・環境などのあらゆる場⾯においてイノベーションを牽引し、我が国の
社会経済が国際的な優位性を担保する上で極めて重要な社会インフラ

(出典 https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1321.html)

2030年頃における社会イメージ
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n 総務省統計局によると、我が国における高齢者人口の割合は、
2025年で30%を超え、2065年には38%を越えると予想されている。



AI
Beyond
5G

サイバー
セキュリティ

量⼦情報通信

Beyond 5G時代における新たなICT技術戦略
総務省情報通信審議会・技術戦略委員会より

戦略的に進めるべき研究４領域（戦略４領域）

観

繋

創守

拓

電磁波先進技術分野
フロンティア
サイエンス分野

ユニバーサル
コミュニケーション分野

サイバー
セキュリティ分野

革新的
ネットワーク分野

重点5分野 ＋ OI （オープンイノベーション）
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ICT俯瞰報告書2023とNICTホワイトペーパー
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2023年７月公開

（https://www2.nict.go.jp/idi/common/pdf/2023-o1.pdf）

Ver. 3.0 (2023年3⽉) Ver. 1.5 (2022年10⽉）

NICT NEWS 量⼦特集号 (2021)

( https://www2.nict.go.jp/idi/#whitepaper )

情報通信分野で国内唯⼀の国⽴研究機関である
NICTによる『ICT俯瞰報告書』 ホワイトペーパー

https://www2.nict.go.jp/idi/common/pdf/2023-o1.pdf


NICT オープンイノベーション推進本部
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NICT SEEDs集 令和５年度版
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これからの研究開発の進め⽅
・リニア型モデルから⾮リニア型モデルへ
・創造性サイクルにおけるループ
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基礎 応用 実証 社会実装

基礎 応用 実証 社会実装

NICT内

NICT外

NICT内

NICT外

プロジェクト

商用サービス／
ライセンスなど

スタートアップ

プロジェクト

社会実装︓リニア型モデルと⾮リニア型モデル

リニアモデル

⾮リニアモデル

Output例
・論⽂・データ群
・応⽤・商⽤システム
・SW/HW/Devices
・コンソーシアム
・スタートアップ
・連携プロジェクト
・⼈材育成

応用

応用

実証

社会実装



創造性サイクル

Science

EngineeringDesign

Art

Business

OLD NICT Type:NEW NICT Type:
非リニアモデル
創造性サイクルモデル S-E-(B)のリニアモデル

Information
->
Knowledge

Knowledge
->
Products/Services

Products/Services
->
Human Behavior

Human Behavior
->
Information
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Krebs Cycle of Creativity
by  Prof. Neri Oxman, MIT
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コネクテッド・インキュベーション拠点
つなぐ・つながる拠点へ
Bay Area vs. 仙台 エリア



Bay Area vs. 仙台 エリア

Bay Area
• ⾼等教育機関

– Stanford Univ., UC Berkeley
• 公的機関

– サンマテオ郡商⼯会議所（SMCC）サンフランシスコ市経済開
発局
（SFEDA）, カリフォルニア州経済開発局（EDD）,

– NSF︓ I-Corp, I-Corp Hub Program
– NIN (National Innovation Network)

• ⺠間︓インキュベーションセンター
– Y Combinator(YC)、500 Startups,
– PlugandPlayTechCenter, Stanford 

Research Parkなど100+社
• 団体

– National Business Incubation Association（NBIA）

• ⽂化・コミュニティ
– シリコンバレーカルチャー／マインド
– ⼈的ネットワーク

仙台 エリア
• ⾼等教育機関

– 東北⼤学
• 公的機関

– 仙台市、東北経済産業局、東北総合通信局
– JST: START, A-STEP, SciFoS

• 官⺠︓インキュベーションセンター
– 東北⼤学連携ビジネスインキュベータ（T-Biz)
– INTILAQ 東北イノベーションセンターなど

• 団体
– ⼀般社団法⼈⽇本インキュベーションセンター協会

(JBIA)
• ⽂化・コミュニティ

– 東北カルチャ／マインド
– ⼈的ネットワーク
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Bay Area Map in 2013 (by PlugandPlayTechCenter)
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PlugandPlayTechCenter (2022)
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NICTにおけるいくつかの事例:
Sunnyvaleオフィスにおける共創

シーズとニーズの世界規模でのマッチング
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n 次世代無線網においてクロックを同期し互いの位置も高精度に把握する「時空間同期」を構想し、これを実現する3つの技術「原子時計
チップ（CLIFS）・Wi-Wi・クラスタ時系」をパッケージ（三本の矢）として国際標準化するとともに、総計20以上の企業・大学と連携した体制
を構築して開発中。

n 想定したモバイル通信網、Wi-Fi等多彩な無線網での利用に加え、データセンター内の時刻同期等、新たな時刻・空間把握を必要とする
国内外の潜在的なユーザー（バーティカル）との議論も進展中

電磁波先進技術: B5G/6Gの時空間同期

2. 無線技術による簡便な時空間
計測技術 (Wi-Wi)

GNSSに頼らずに、地上電波によって簡便
に時刻や位置を把握する⼿法を開発。

3. 物理的に離散した時計の合成
技術（クラスタクロック）

物理的に離散した時計の重み付き平均
を計算することで、安定なぶれない時刻
信号を仮想的に⽣成し、時刻ソースの
分散・⾼度化を実現。

1. ズレない原⼦時計チップ
（CLIFS）
⼩型安価な原⼦時計をばらまき、“ずれ
ない”時刻情報を保持可能とする。

Meta社が牽引するデータセンター(DC)内時刻同期
担当者とシンポジウムを開催（2023年5月23日）。
NICT研究者が米国に駐在しDC内Wi-Wi無線時刻
同期のための議論を継続中。

データセンター利⽤無線NW利⽤
ITU-R 標準化文書「2030年国際モ
バイル通信 技術トレンド調査」が
3つの技術を将来技術として認知

 - 3 - 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
徳田理事長による開会挨拶 Meta社 Ahmed博士による招待講演 

 
活発な Q&Aセッションの様子 

 
懇親会の様子 

Meta社Ahmed氏による
招待講演の様子

Wi-Wi による時空間リンク

時刻情報データベース
（クラスタクロック）

ローカルクラスタ時系
時空間情報データベース 小型原子時計

CLIFS:
Chip Level Integrated Frequency Standards

時空間同期：安価でズレない原⼦時計を分散配布し、無線でメッシュ状に接続して基準時
刻に同期。電波の伝搬時間を利⽤して空間把握にも活⽤ 19



B5G/6G: 地上・海洋から宇宙までの３次元ネットワーク
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HAPS: High Attitude Platform Station
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(source: https://www.softbank.jp/sbnews/entry/20201013_01 )

・2020年, HAPS MobileがHAPS基地局の
実証実験に成功！ (from SoftBank News 
10/13/2020)

・2002年, NICT が成層圏基地局経由に
よるデジタル放送とIMT2000の通信実験
にJAXA、JAMSTECとともに成功！



⾔葉の壁がない世界をめざして

外国人
材への
対応

訪日外
国人対
応

シースルーパネル型

メガネ型

言葉の壁がない
世界

言葉の壁のない、誰もが分かり合える社会
2
0
2
5

2
0
2
0

「医療通訳タブレット
MELON｣

コニカミノルタ

「VoiceBiz®」
凸版印刷

「⾼度警察情報通信
基盤システム(PIII)」

搭載機能
警察庁

「POCKETALK® S｣
ソースネクスト

｢eTalk5
みらいPFモデル｣

TAKUMI JAPAN

「対⾯ホンヤク」
パナソニック

「⼀⻫同報機能付き
多⾔語翻訳システム」

⽇本電気

バーチャル多人数会議

同時通訳システム

同
時
通
訳

多分野化

ビジネス・
会議への
対応

外国人材
への対応

訪日外国
人対応

逐
次
翻
訳
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NICT多⾔語⾳声翻訳技術の社会展開
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（２０２２年6月現在）



NICT テキスト翻訳技術の社会展開
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英⽇AI同時通訳プロトタイプ
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⼊⼒分割点検出技術

研究開発

• 講演の⼊⼒をチャンク分割して訳出
• ⽂分割して訳出した結果を字幕表⽰

英⇒⽇中韓AI同時通訳プロトタイプ



CiNet: 脳情報通信融合センター︓脳融合AIモデル
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Personalized Marketing/Service:
多様な消費者心理を理解し製品・サービスを最適化

映像を見た際に何を感じるかを推定する脳融合AIモデル
＜脳の情報処理を模倣するモデル：予測モデル＋解読モデル＞

(出典: NICTステーション 〜脳融合AI〜：https://www.youtube.com/watch?v=txOOw7qX-Dk）



NICT版⼤規模⾔語モデルの研究開発
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ChatGPT-3.5

EN:非公開

JP:非公開

Google Bard

EN: 75%

JP: 5%

Meta LLaMA2

EN: 89.7 %

JP: 0. 10%

大規模言語モデルでの事前学習時の
日本語データの比率

（出典：
ChatGPT-3.5: by ChatGPT-3.5
Google Bard:  by Google Bard
Meta LLaMA2 by Llama 2: Open Foundation and Fine-Tuned 

Chat Models)

(出典：https://www3.nhk.or.jp/news/html/20231201/k10014275281000.html）



NICT版⽣成AI
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• 産学官のさまざな組織との連携を拡大して
研究開発を遂行

• フェーズ０： ノウハウの共有
• フェーズ１： 言語モデルのお試し
• フェーズ2： NICTのデータを活用
• フェーズ3： 研究者にNICTに出向してもらい一体と

なって研究開発。スキル、知見、成果を

持ち帰ってもらう。

(出典： https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC039XT0T00C23A7000000/)



まとめ
• つなぐ、つながるインキュベーション拠点の重要性

– Bay Area vs. 仙台 Area
– 地域的特性と起業カルチャー
– Network connectivity から Incubation connectivity へ

• エコシステムの創出へ
– Beyond 5G/6G, AI, 量⼦ICT, サイバーセキュリティは、⽣活・産業・医療
・教育・防災・環境などのあらゆる場⾯においてイノベーションを牽引し、我が国の
社会経済が国際的な優位性を担保する上で極めて重要な基盤

– 研究開発のあり⽅
• 研究開発における⾮リニアモデル

– オープンカルチャと共創
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